
積極的にコミュニケーションを開始する心理傾向を示す
Willingness to Communicate (WTC)は、
学習動機づけや不安と並び
第２言語学習者心理の研究に広く用いられるようになりました。
コミュニケーション中心の外国語教育実践が浸透する中で、
WTCへの関心も急速な高まりを見せたのです。
WTC研究は、意欲的な方法論開発をその特徴とし、
応用言語学における方法論の変遷を見る上でも
興味深いものがあります。
L2WTC研究を振り返り、量的、質的研究、
さらに混合法へと広がる研究の多様性が、
学習者理解に果たす役割について考えてみたいと思います。

日時：12月15日(日)14：00～16：00
　　　ZOOMによる完全オンライン開催

お申し込み方法：下記URLまたは二次元コードから

URL: https://gaikyo-fall2024.peatix.com/

　　　　　（申込期間：11月1日（金）午前10:00〜12月14日（土）正午）

参加費：会員・関西大学学部生 無料、非会員 500円

関西大学外国語教育学会
秋季研究会2024

Willingness to Communicate：
第2言語学習者の理解を目指して

講師：八島智子先生
（関西大学外国語学部名誉教授）

関⻄大学外国語教育学会研究大会委員会
 kandaigaikyou@gmail.comお問い合わせ


